人事考課規程
（目　　的）

第1条　この人事考課規程（以下、本規程という。）は社会福祉法人○○○○（以下、本法人という。）正職員就業規則第○条（給与）、給与規程第○条（昇給並びに昇給停止等）、第○条（昇格並びに降格）、第○章（賞与）第○条（支給額）に基づき定めるものである。

２　本規程は、職員の職務に関する業績、意欲及び技術力に対して、統一的基準の基に適正に考課し処遇することを通じ、職員一人ひとりが使命感をもってその役割を果すとともに、職員の能力の向上、技術力の育成を図ることにより、利用者及びその保護者の満足度を高めるとともに、本法人の永続的発展に寄与することを目的とする。

（適用範囲）

第２条　本規程は正職員に適用する。
（評価の区分及び時期）

第３条　評価の時期は、４月と１０月の年２回とする。

（評価対象期間）

第４条　対象期間は、次のとおりとする。

１２月期賞与・・当年　　４月１日　から　当年９月３０日まで

７月期賞与・・当年　１０月１日　から　翌年３月３１日まで

（評価の段階）

第５条　評価の段階は、上位から優、良、可の３段階とし、良を標準とする。

（評価の方法）

第６条　人事考課の方法は、被考課者の考課時における能力及びその期間における業績を評価項目によって評価し、「人事考課シート」に必要事項を記入する。評定要素については別に定める。

（評価の原則）

第７条　人事考課の評価にあたっては、次の各号に示す原則を守らなければならない。

（１）評価は、決められた評価項目についてのみを評価し、評価項目以外の事実で考課を行ってはならない。

（２）評価は、あくまで公正で私情によって左右されてはならない。

（３）評価は、評価者自身の確認した事実、又は信頼できる確実な報告に基づいて行われなければならない。

　
（評価者）

第８条　１次考課者は、評価項目を最も適正に把握できる立場にある者とする。

２　１次考課者は、職員の業績・行動について、公平な評価を行って「人事考課シート」に記入し、これを２次考課者へ提出しなければならない。

（評価の実施、評価調整）

第９条　２次考課者は、１次考課者の管理・監督者でなければならない。２次考課者は、１次考課者が行った人事考課の評定について不均衡があると認められるときは、これを調整し、その他必要があると認められる所見を「人事考課シート」に記入し理事長に提出しなければならない。

（異動者の評価）　

第１０条　評価期間中の部門異動者の評価は、前所属部門責任者と現所属部門責任者との調整により評価を行う。

（委　任）

第１１条　本規程の施行に関し、必要な事項は理事長が定める。

　　　　

附　則

本規程は、
平成○○年　○月　○日
より施行する



平成○○年　○月　○日施行（平成○○年　○月　○日一部改正）
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